
令和 4年度 

府中町地域懇談会 
～住んでよかった、住んでみたいまちづくり～ 

※府中町 PRキャラクター「椿町ファミリー」。基本的な感染対策を忘れずに！

  府 中 町 

第 6回 





次  第

1. 開催（10 分）
・町長挨拶

・本日の流れ説明

2. 町の取り組みに関する意見交換（40 分）…【資料１】（4p~32ｐ）

「防災・減災に向けた取り組みの現状について」 

・説明（10分）

・意見交換（30分）

（休憩） 

3. 地域課題に関する意見交換（40 分）…【資料２】（34p~41p）
※事前に提出いただいた、地域課題に関する意見交換。

4. 閉会

  地域の皆さんと町長をはじめ役場職員が、町政や地域課題に関して相互理解を深め、 

連携・協働してまちづくりを進めていくために、令和 3 年度から新たに開催している  

意見交換会です。 

●府中町地域懇談会
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【資料１】

町の取り組みに関する意見交換

「防災・減災に向けた取り組みの現状について」 
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地震に対する支援制度 

所管：建設部建築課 ※予防 

☑ 耐震診断費用の一部補助

木造住宅の耐震診断を行う費用の一部を補助する制度があります。

【対象住宅】 木造住宅で昭和５６年５月３１日以前に着工された住宅等、要件あり

【補助金額】 住宅の耐震診断にかかる費用の３分の２（補助限度額は２万円）

☑ 耐震改修工事費用の一部補助

木造住宅の耐震改修工事を行う費用の一部を補助する制度があります。

【対象住宅】 木造住宅で昭和５６年５月３１日以前に着工された住宅等、要件あり

【対象工事】 耐震診断、耐震改修設計に基づいて行う改修工事

【補助金額】 住宅の耐震改修工事にかかる費用の２３%（補助限度額は４０万円）

☑ 危険ブロック塀の除去等

ブロック塀などの倒壊被害から安全を守ることを目的として、危険ブロック塀の除去・

フェンス等への建替え費用の一部を補助する制度があります。

【対象工事】ブロック塀の除却工事、除却工事後、軽量フェンス等を設置する工事

【補助金額】除却工事にかかる費用の３分の２

除却後の軽量フェンス等設置工事にかかる費用の３分の２ 

※補助限度額１５万円

～地震に伴うがけ崩れ等による建築物の被害の軽減対策～ 

☑ がけ地近接等危険住宅移転事業

国及び広島県と共同して、土砂災害特別警戒区域等のがけ地付近から移転に対する補

助金交付制度を創設しています。 

【補助金額】住宅除去費用の内９７万５千円（交付限度額） 

  住宅購入のための借入金の利子相当額 建物３１９万円、土地９６万円 

☑ 建築物土砂災害対策改修促進事業

国及び広島県と共同して、土砂災害特別警戒区域内に建築されている建築物について

土砂災害に対して建築物の安全性を確保し、町民の安全を守ることを目的として、補助金 

交付制度を創設しています。 

【補助金額】改修費用の２３％（補助金の交付限度額７５万９千円） （県 HPより） 

なお、相談体制や情報提供の充実のため、建築課に相談窓口を設置しています。 

所管：都市整備課  ※予防

☑ 急傾斜地崩壊対策事業

急傾斜の崩壊による災害から人命を守るため、がけ地の崩壊対策を県又は町が実施す

る事業です。保全家屋の保護およびがけ地の崩壊防止を目的とするため、安定性の高い工

法を採用する必要があり、比較的大規模な施設での整備となります。 

【負担金】事業費の最大２０％ 
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所管：環境課  ※予防

☑ 小規模崩壊地復旧事業

人家裏などに存在する小規模な森林の崩壊で放置すれば崩壊の拡大などの危険性が予

見する箇所で山地災害防止を図るため、予防工事を町が実施する事業です。森林の荒廃を

防止することを主目的とするため、工法の選択の自由度が高く、比較的小規模な施設での

整備となります。傾斜の崩壊による災害から人命を守るため、がけ地の崩壊対策を県又は

町が実施する事業です 

【負担金】事業費の２５％ 

所管：財務部税務課  ※予防

☑ 固定資産税の減免措置

耐震改修工事等を行うと固定資産税が減免される場合があります。

【申告期限】改修工事完了後３ケ月以内 

※建築年や工事金額などの要件がありますので、税務課にご相談ください。

福祉保健部福祉課  ※被災した後

☑ 被災者生活再建支援金

被災者生活再建支援法に基づき、居住する住宅が全壊するなど生活基盤に著しい被害

を受けた世帯に対し、支援金を支給し、生活の再建を支援します。 

 住宅の被害程度に応じて支給される基礎支援金と、住宅の再建方法に応じて支給され

る加算支援金の２つの支援金が支給されます。 

☑ 災害弔慰金

災害等でお亡くなりになられた場合支給されます。

☑ 災害見舞金

住宅に被害を受けた場合に支給されます。

その他 ※被災した後 

☑ 町税の減免（税務課）

災害により被害を受けた場合、町税が減免されたりする場合があります。

固定資産税・都市計画税、町民税、国民健康保険税

【要件】家屋の被害の程度が、全壊、大規模半壊または半壊であるとき等） 

※被害の程度等要件があります。

☑ 第１号被保険者護保険料（高齢介護課）

震災等の災害により、住宅、家財、その他の財産について著しい損害を受けた場合に減

免します。 

☑ 後期高齢者医療保険料（保険年金課）

災害により、被保険者またはその属する世帯の世帯主が所有する住宅、家財、その他の

財産について災害を受けた場合で、その損害金額の割合が、その住宅の、家財、その他の

財産の価格の２０％以上の場合、減免します。 

☑ 水道料金・下水道使用料（環境課・下水道課）

震災・水害等の災害が発生するごとに、水道料金及び下水道使用料を合わせた減免猶予

を実施しています。対象世帯は、り災により転居した世帯、災害による漏水によるもの、

家屋の清掃に使った水道に係るもの等々、多岐にわたっていますが、上下水道は広島市水

道局へ事務委託（下水道は使用料の徴収事務のみを委託）していることから、原則的に広

島市の減免等に合わせた措置を講じることとしています。 

※各種補助制度等がありますので、個別にご相談ください。
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【資料１】町の取り組みに関する意見交換 

「防災・減災に向けた取り組みの現状について」 

●「防災」に関する質問と回答

①青崎東サンヒルズ町内会 【地域重点課題】

◆ 地震発生時の対応について … 27ｐ

②柳ヶ丘第 1町内会

◆ 柳ヶ丘 83、85 番地のがけ地対策について … 28ｐ

③柳ヶ丘第 4町内会

◆ 旧青少年文化センターの避難所利用について … 29ｐ

④柳ヶ丘第 4町内会

◆ 災害危険箇所への対応について … 29ｐ

⑤青崎東サンヒルズ町内会

◆ 南小学校体育館の避難者収容数について … 30ｐ
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【防災・減災に向けた取り組みの現状について① 】
　番号 Ｒ４ Ｋ 14

　提出町内会 町内会

　分類

　担当部署

　質問内容

危機管理課

【資料１】
 町の取り組みに関する意見交換

青崎東サンヒルズ

　回答

　地震、津波についても豪雨災害と同様、町民の安全を確保することが大変重要と考えております。
　地震発生時には、震度４で注意体制、震度５で警戒体制、震度６弱以上で非常体制を敷き、町内を
パトロールして被害状況の情報収集を行い、避難所の開設などの対応を行います。
津波発生時には、津波注意報、津波警報で警戒体制、大津波警報で非常体制を敷き、地震発生時と同
様の対応を行います。
　いずれにしても大規模災害発生時には、当町職員のみでの対応では不十分で、他の自治体をはじめ
各種団体等へ人的及び物的な支援を要請し、これを受け入れる必要があり、事前に支援を受ける体制
を作っておくことが重要です。
　また、地域の方が自主防災会の活動として、避難誘導、避難所設営、避難所運営など可能な範囲で
ご協力いただくことも重要と考えます。そのための活動支援も町として行っていきたいと考えます。

防災

　最近は豪雨災害の事ばかり検討されているが大地震についての検討がおろそかになっ
てはいないのか。
　豪雨災害は局所的で対応は可能と思うが地震における被災は町全域であり、この時の
対応が知りたい。

地域重点課題

27



【資料１】
 町の取り組みに関する意見交換
【防災・減災に向けた取り組みの現状について② 】
　番号 Ｒ４ Ｋ 2

　提出町内会 町内会

　分類

　質問内容

　担当部署

防災

　柳ヶ丘83,85番地域の急傾斜地対策。特に広島市との境界付近の整備・強化を望む。
　また、青崎東町内会との境付近の大木は、すでに電線を覆い、民家への倒木対策が必
要。

柳ヶ丘第1

都市整備課　維持管理課

　崖地対策については、私有地の場合、土地所有者等が行うことが原則となります。土地所有者等の
方が崖地対策を行う場合、各種補助制度（急傾斜地崩壊対策事業、小規模崩落地復旧事業、建築物土
砂災害対策改修促進事業、がけ地近接等危険住宅移転事業）があります。いずれの補助制度も土地所
有者からの要望に基づき実施する事業であり、事業の採択要件や自己負担金など詳細については、個
別にご相談ください。
　樹木については、土地所有者の方へ危険な状態であることを伝え、適切な維持管理をお願いしまし
た。

　回答

急傾斜地

樹木

該当箇所
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【資料１】
 町の取り組みに関する意見交換
【防災・減災に向けた取り組みの現状について③ 】
　番号 Ｒ４ Ｋ 9

　提出町内会 町内会

　分類

　質問内容

　担当部署

【防災・減災に向けた取り組みの現状について④ 】
　番号 Ｒ４ Ｋ 10

　提出町内会 町内会

　分類

　質問内容

　担当部署

　災害危険箇所の改善対策については、所有地の場合は原則土地所有者等が行うこととなり、各種補
助制度（急傾斜地崩壊対策事業、小規模崩落地復旧事業、建築物土砂災害対策改修促進事業、がけ地
近接危険等住宅移転事業）があります。
　いずれの補助制度も土地所有者等からの要望に基づき実施する事業であり、事業採択要件、自己負
担など詳細については個別にご相談ください。

　回答

柳ヶ丘第４

防災

危機管理課

　柳ヶ丘地区は土砂災害特別警戒区域、土砂災害警戒区域はありますが、浸水想定区域とはなっ
ておりません。
　なお、災害発生時の緊急的一時避難場所として、松本学園スポーツセンター（旧青少年文化セ
ンター）を使用させていただくことができないか、相手方と協議したいと考えております。

柳ヶ丘第４

防災

　回答

　近隣では南小学校が避難場所となっているが、洪水などでの避難になると低いと
ころを通過しての避難に疑問がある。緊急的一時避難場所としての旧青少年文化セ
ンター（現松本学園スポーツセンター）との契約は進められないか。

ハザードマップに危険地帯（災害危険箇所）が記載されているが「危険です」と
いう知らせ以外に対策は考えられているのか知りたい。

都市整備課　維持管理課　建築課　危機管理課
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【資料１】
 町の取り組みに関する意見交換
【防災・減災に向けた取り組みの現状について⑤】
　番号 Ｒ４ Ｋ 17

　提出町内会 町内会

　分類

　質問内容

　担当部署

防災

危機管理課

　回答

青崎東サンヒルズ

　避難場所について、もっと実状に合わせた体制で避難者集客人数も考えて指定し
ていただきたい。
　南小学校体育館に収容可能数は？

　南海トラフ巨大地震の発生による町内各施設への一時避難者数を約３，５００人と想定しており、
町全体の避難所でこれを受け入れることは可能と考えております。
　なお、南小学校体育館に受け入れ可能な人数は約２３０人と想定しております。
　これを超過するような被災状況の場合は、グラウンドへの一時避難や校舎内の教室使用も検討しな
ければならないと考えております。
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資料１：町の取り組みに関する意見交換要旨【防災・減災に向けた取り組みの現状について】  

質問・意見 町の考え 

■町では南小学校への避難を想定している町
内会はいくつあるか。 
 
 
 
 
 
 
 
■仮に 3日避難所で生活をしないといけない
場合の備蓄品等はどうなっているか。食料品
は何日分あるか。 
 
 
 
 
■南海トラフ地震で町全域が被災し、津波が
押し寄せてきた場合を想定した避難訓練等を
実施する予定はあるか。 
 
 
 
■府中町全域で自主防災会はどれぐらい設置
されているか。 
 
■実際に活動している団体はどの程度あるの
か、活動していない団体を数に含めても意味
がない。 
 
■各避難所において避難所運営マニュアルは
整備されているのか。 
 
 

■この町内会はどこへ避難してくださいという
ことではなく、それぞれ避難しやすいところを
避難所としていただきたいと考えています。 
避難については国も方針転換しており、自宅が
安全である場合には避難しなくてもよいという
ことになっていますし、安全なご友人や親族の
お宅へ避難していただくことも推奨されていま
す。 
 
■町としての備蓄は 1日分となります。一人
当たり、食料は 2食分、水は 2.5Ｌを備蓄する
計画としています。これは国の計画にのっと
り、発災後、住民さんで 1日、町で 1日、県
で 1日の 3日間を乗り切る想定としていま
す。 
 
■訓練としては来年度に全体的な訓練を計画し
ており、津波の訓練をするのか、避難行動要支
援者を対象とした訓練をするのか決まり次第、
お知らせいたします。また、自主防災会の方で
も訓練をしていただければと思います。 
 
■２年前のアンケートでは、46町内会が設置
していると回答がありました。 
 
■防火訓練を実施している団体は 56.5％でし
た。 
 
 
■避難所運営マニュアルを作成してはいます
が、避難所ごとのマニュアルは作成に取り掛か
っている段階です。 
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■避難所でのトイレや更衣室をはじめとする
女性への配慮や、赤ちゃんを連れた方への液
体ミルクのストックや授乳室の確保はどうな
っているか。

■近くの体育館に避難して欲しいとのことだ
が、なぜ教室ではないのか。

■町では避難所の中にテントを張り、スペー
スを別に設けるということをしております
が、子供連れの方や妊婦の方は避難所に行く
こと自体を嫌がられますのでホテルの借り上
げや、そういう方だけの避難スペースを作る
などで対応できないかを検討しております。

■体育館をメインにしているのは、学校の機
能を維持するためで、避難期間が長期にわた
る場合にはもちろん教室を避難所として使用
することを想定しています。
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【資料２】

地域課題に関する意見交換

「事前に提出いただいた、地域課題に関する意見交換」

～本日意見交換を行う重点課題～ 

【質問と回答】 

①柳ヶ丘第 1、第２、第３町内会【地域重点課題】

◆ 柳ヶ丘地区内の交通安全について  … 33ｐ

②柳ヶ丘第４町内会【地域重点課題】

◆ ごみの収集場所について  … 35ｐ

③柳ヶ丘第５町内会【地域重点課題】

◆ 町内会集会所の解体について  … 36ｐ
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【意見交換を行う重点課題 ① 】
　番号 Ｒ4 Ｋ 1

　提出町内会 町内会

　分類

　質問内容

◆通学路の交通安全対策（柳ヶ丘第1町内会）
町内が県道広島海田線から県道府中海田線への抜け道となっており、交通量の多

さと速度を度外視した通行が多い。こうした中で事故も増え、通学路としての整備
が必要となっています。

◆通学路の安全対策（柳ヶ丘第2町内会）
何度もPTA、町内会より横断歩道の設置等をお願いしていますが警察との関係で

進展していません。また、柳ヶ丘地区は急な細い坂道が多く事故が多いと思われま
す。対策はありませんか。

◆交通安全（柳ヶ丘第3町内会）
町内の主要幹線道路での人身事故を防ぐため、対策が必要だと思われます。

【資料２】
地域課題に関する意見交換【事前にいただいた質問と回答】

柳ヶ丘第1・第2・第3

交通安全

地域重点課題

事故多発個所

柳ヶ丘第1町内会

要望個所
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【資料２】
地域課題に関する意見交換【事前にいただいた質問と回答】

　担当部署 維持管理課　都市整備課　自治振興課　学校教育課

　回答

　近年、登下校中の児童生徒が死傷する事故が多発し、社会的にも大きな問題となっており、国や警
察庁においても重点的に対策に取り込んでいくこととしています。
　当町においても、この度、ご指摘がありました道路を含め、交通量の多い狭あいな生活道路も多
く、児童や園児など子供たちが安全に通行できるように、広島県警と連携し、車の速度抑制や交通規
制などにより、交通安全対策をしっかりと取り組んでいきます。
　通学路の安全対策への取り組みとしましては、「府中町通学路交通安全プログラム」に基づき、継
続的に通学路の安全を確保するため、小中学校区ごとに、年１回、通学路の安全点検を実施し、対応
を行っています。

【柳ヶ丘第1町内会】
　該当する箇所については、広島東警察署から、パトロールにより、一時不停止違反等の検挙、警告
等を行うとの回答がありました。
　通学で利用する児童については、交通安全推進隊により小学１年生へ交通安全教室、3年生へDVD
での自転車教室を行い、随時、教員により登下校の指導を行っています。
　あわせて、少し長い視点になりますが、連続立体交差事業や街路事業についても広島県と連携し着
実に進めることにより、交通の分散化を図り、地域の生活道路の安全性を向上させていきたいと思い
ます。

【柳ヶ丘第２町内会】
　横断歩道の設置については府中町から広島東警察署交通課へ確認を行いました。広島東警察署から
「横断歩道は、付近の道路形状や歩行者が安全に待つことができる場所の有無により設置できない場
所があります。登下校時間帯のパトロールにより、交通違反車両の検挙、警告等を行います。」と回
答がありました。

【柳ヶ丘第3町内会】
　事故の発生を踏まえ、「減速」の標示を1箇所施工しました。また、広島東警察署から「横断歩道
等の道路標示で、一部消失している場所があるため、今年度中に補修等を行います」と回答がありま
した。
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【資料２】
地域課題に関する意見交換【事前にいただいた質問と回答】

【意見交換を行う重点課題 ② 】
　番号 Ｒ4 Ｋ 8

　提出町内会 町内会

　分類

　質問内容

　担当部署

　ごみステーションの設置については、ごみステーション設置及び管理要綱に設置要件として、公道
に面した場所、通行者等に支障なく、安全に収集可能などの要件を定めており、具体的な場所につき
ましては、様々な地域の状況に合うよう、町内会をはじめ地域の皆様の話し合いで決めていただくこ
ととしています。場所によっては、私有地をごみステーションとして利用させていただいている場合
もあり、大変感謝しております。
カラス被害の予防のためには、日頃からの地域の環境衛生の保持が必要です。町としましても、ご

みステーションのルールやマナーが守られるよう、広報ふちゅうやホームページなどで周知啓発に取
り組むとともに、収集時にごみが散乱している場合には、収集に遅れが出ない程度で清掃を行ってい
るところです。地域の皆様におかれましても、ごみ出しルールの周知、清掃、カラス等の動物対策、
物品の保管など相互協力の活動に引き続き、ご協力をお願いいたします。
　町内会におかれましては、ごみステーションの設置場所の選定やカラス除けネット等物品の保管場
所の確保など、ごみに関する様々な課題等があることは認識しています。
　個別のごみステーションの課題につきましては、他の地域で実施されているカラス対策や物品の保
管方法などを踏まえた管理方法やごみの排出量に応じたごみステーション分散のための候補地の選定
など町から地域の状況に応じた提案ができると思いますので、環境センターへご相談ください。

柳ヶ丘第４

環境課　環境センター

　回答

ごみ

◆ごみ収集について（収集場所等）
現状道路脇にてごみ収集場所を設定しているが、カラス被害予防のためのネット

の置き場所（塀に引っかける等）は個人の善意に頼っている。当番を決めて清掃な
どはしているが、ネットや道具の管理は共働き家庭には難しく、在宅の高齢者の負
担に頼ることになる。
　ごみ収集場所の整備について町の力を借りられないか。備品等の購入は町内会費
という財源があるが、場所の使用については町の後押しがいただきたい。

地域重点課題
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【資料２】
地域課題に関する意見交換【事前にいただいた質問と回答】

【意見交換を行う重点課題  ③ 】
　番号 Ｒ4 Ｋ 11

　提出町内会 町内会

　分類

　質問内容

　担当部署

　府中町集会所整備事業補助金については、他の町内会からの要望などを総合的に勘案して決定する
ため、現時点で建設の確約をすることはできませんが、決定された場合の、令和５年度における当該
施設解体までの流れは、設計書作成、入札実施、解体着手、解体終了となります。この一連の流れを
４月から９月で行う予定としていますので10月以降に町内会により新しい集会所を建設することが
可能となります。
　集会所にある備品等については、入札に際し業者が現地を確認することから、令和5年5月中には
空にしていただく必要があります。
　また、町内会が10月以降に速やかに現場着工できるよう、建築確認などは上半期（４月から９
月）に実施しておく必要があると思われます。
　今後、解体等にかかる内容に関し、変更が生じた場合はご連絡させていただき、情報の共有を図っ
ていきます。

柳ヶ丘第５

町内会

◆第五町内会集会所の解体
現在、町所有の民家を9年前から第五町内会集会所として借用契約を結んで使用

しているが、令和5年3月末で契約満了となる。
　現在の集会所（民家）は築50年以上経過し、耐震工事等を行わないと使用でき
ない状況であり、解体したいとの宣告を受け、その後、数回に渡り協議の結果、解
体後は町内会及び町の補助金で新規建築は可能であるとの回答を得ました。よっ
て、会員に状況説明し総会で賛同を得ました。また、第4町内会は集会所がなく合
同で建設する意向を打診した結果、賛同され早速集会所建設設立準備委員会を立ち
上げ、現在進行中で令和4年8月末までに関係書類を整え、町へ建設補助金の申請
を行う予定です。

（質問）令和5年3月末で契約満了となれば即解体工事に着手されるのか。
集会所には多くの備品があり、整理＆保管移動等があるため何時のタイミングで解
体されるか？知りたい。
※時期判明次第、移動期間を考慮して欲しい。

要望事項　8月に補助金申請提出いたしますが、役場でのご検討＆決裁及び町議会
での最終決裁等々の過程において全面的なるご支援をお願い申し上げます。

自治振興課

　回答

地域重点課題
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資料 2：地域課題に関する意見交換要旨【地域の重点課題に関する質問と回答】 

質問・意見 町の考え 

33P 意見交換①「柳ヶ丘地区の交通安全対策について」 

■特にアルゾ～永田の道路においての交通量
が多く、非常に危険な状態である。また、接
続する道路も道が狭く、危険な状態である。
パトロールの量を増やすとは以前から言われ
ているが全然増えたようには見えない。東警
察署は管轄が変わり、府中町と東区だけなの
だからしっかり取り組むように住民の声を伝
えてほしい。横断歩道等は基準等で難しいの
は理解しているので制限速度 30㎞の路面表示
をしてほしい。 
 
■認定こども園つばめから県道 151号線へ下
る道について、左側に路側帯があり、そこを
歩く人が多いが、最近は静かな車が多く、後
ろからくる車に気づかず危険である。デコボ
コを路面につけるなり、音のなる舗装なりし
てほしい。とにかく運転者が減速するような
ハード面での対策をしてほしい。 
 
 

■地域住民の声を聴くために地域懇談会を始め
ましたので、東警察署に伺った際には、地域住
民の声として、伝えさせていただきます。パト
ロールについては、繰り返し東警察へ要望する
とともに、町では交通指導員が以前にも増して
パトロールを行っております。 
 
 
 
 
 
■現在この付近で水道管の工事を行っているた
め、終わり次第、減速を促すイメージハンプを
設置します。 

35P 意見交換②「ごみ集積所の管理について」 

■カラス対策のため折り畳み式ごみ箱を設置
したいと環境センターへ相談しましたが、強
風などで飛ばされるおそれがあるといわれ、
断念しました。ネットでは対策が不十分なの
で道路に散乱するごみ等のため何か対策をす
る必要がある。 

■柵状の材料を組み合わせて大きさを調整し
て作製し、収納時には畳むことにより風対策
となる折り畳み式のごみ箱を他の町内会で使
用されている例もありますので、カラス対策
の方法や設置場所なども含めて、町から提案
できますのでご相談いただければと思いま
す。 
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